
音
榮
指
南

ル
ー
サ
ー
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
メ
ー
ソ
ン
著

榮
典六

年
七
月
出
版

D
r
.
 
Callcott'
s
 M
u
s
i
c
a
l
 
G
r
a
m
m
a
r
 

ジ
ョ
ン
・
カ
ル
コ
ッ
ト
著

歩
ヲ
見
ル
ニ
幾
カ
ル
ベ
シ

(『
＿
音
監
鰹
伺
書
類
上
下
、

昔
榮
取
調
成
績
申
報
書
』
明
治
十
七
年
）

ユ
ー
シ
ー
著

誹
津
専
三
郎
校
閲

J
o
u
s
s
e
'
s
 
C
a
t
e
c
h
i
s
m
 o
f
 
M
u
s
i
c
 

音
榮
問
答

年
七
月
出
版

訳
者
の
瀧
村
小
太
郎
は
元
駿
河
藩
の
役
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
音
楽
取
調
掛

で
は
司
法
省
の
妻
木
頼
矩

（
瀧
村
と
同
藩）

よ
り
訳
稿
を
買
い
と
っ

た
。
校
閲
の
神

津
専
三
郎
は
、
明
治
八
年
に
伊
澤
修
二
と
と
も
に
「
師
範
学
科
取
調
べ
の
た
め
」
、
ア

メ
リ
カ
に
留
学
し
（
彼
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
の
オ
ル
バ
ニ

ー
師
範
学
校
）
、
帰
国
後
、

明
治
十
四
年
に
伊
澤
に
招
か
れ
て
音
楽
取
調
掛
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は

監
事
と
し
て
音
楽
取
調
掛
の
運
営
に
尽
力
す
る
一
方
、

翻
訳
の
仕
事
と
伝
習
生

へ
の

音
楽
史
の
授
業
を
受
け
持
っ
た
。

瀧
村
小
太
郎
訳

紳
津
元
訳

紳
津
専
三
郎
校
訂

〔手
書
き
〕

訳
者
の
紳
津
元
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
は
今
日
ま
で
何
も
な
い
が
、
紳
津
の
姓
か

ら
推
し
て
専
一
ー
一
郎
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の

『
楽
典
』
は
、
そ
の
後
に
つ
づ
く
音
楽
入
門
書
な
ら
び
に
わ
が
国
の
楽
語
の

底
本
と
な
っ
た
が
、
こ

の
時
に
翻
訳
さ
れ
た
楽
語
で
今
日
な
お
使
わ
れ
て
い
る
も
の

も
か
な
り
多
い
。
左
記
に
あ
げ
た
楽
語
は
そ
の
例
で
あ
る
。

accidental
臨
時
記
号
、
clef
音
部
記
号
、
s
h
arp,
flat
嬰

・
変
、
c
h
r
o
m
at
ic

scale
半
音
階
、

diatonic
全
音
階
、

m
e
l
o
d
y
旋
律
、

natural

scale
自
然
音

階、

principal
n
o
te
主
音
、

r
h
y
t
h
m
拍
子
、

sca
le
音
階
、
syllable
階
名
、

h
a
r
m
o
n
y
和
声
、

m
u
s
i
c
a
l
foot ~
旬

、

t
r
a
n
s
p
o

s
i
t
i
o
n揺
品胴
、
e
x
p
r
e
s
s
i
o
n

発
想

内
田
蒲
一
訳

明
治
十

明
治
十
六

明
治
十
六
年
九
月
出
版
届

M
a
s
o
n
,
L
u
t
h
e
r
 W
h
i
t
i
n
g
:
 
T
h
e
 N
a
t
i
o
n
a
l
 

訳
者
の
内
田
媚
一
は
、紳
津
専
三
郎
と
と
も
に
音
楽
取
調
掛
の
監
事
を

つ
と
め
た
。

音
楽
取
調
掛
に
勤
務
す
る
以
前
は
大
学
南
校
で
教
え
、
そ
の
後
正
院
の
反
訳
局
で
外

国
語
の
翻
訳
の
仕
事
に
当
っ

た
。長
唄
の
名
演
奏
家
で
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

楽
器
の
改
良
お
よ
び
試
作

唱
歌
教
育
に
必
要
な
楽
器
と
し
て
最
適
な
オ
ル
ガ
ン
お
よ
び
ピ
ア
ノ
は
輸
入
に
頼

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
う
え
に
、
非
常
に
高
価
で
あ
る
。
も
っ

と
身
近
な
楽
器
、
つ

ま
り
「
日
本
在
来
の
楽
器
を
教
育
用
と
し
て
改
良
す
る
こ
と
」

お
よ
び
「
オ
ル
ガ

ン、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
模
造
す
る
ご
と
」
の
試
み
も
音
楽
取
調
掛
の
大
き
な
事
業
の一

っ

で
あ

っ
た
。
以
下
の
文
章
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
伊
澤
修
二
の
報
告
で
あ
る
。

學
校
唱
歌
二
用
ヰ
ル
所
ノ
榮
器
ハ
本
邦
ノ
等
、
胡
弓
、
西
洋
ノ
「
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
」
、
風
琴
、
洋
琴
卜
定
ム
ベ
シ

下
等
若
ク
ハ
中
等
小
學
ノ
唱
歌
ニ
ハ
築
、
胡
弓
、
等

ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
ス
ベ

シ
若
シ
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
又
ハ
風
琴
ア

レ
バ

最

モ
善
シ
ト
ス

上
等
小
學
若
ク
ハ
中
學
等
二
在
リ
テ
ハ
必
ズ
風
琴
ヲ
備
フ
ル
ヲ
要
シ
若
シ
洋

琴
ヲ
備
フ
ル
ヲ
褐
バ
最
モ
善

ト
ス
風
琴
ハ
其
振
舌
ヲ
除
ク
ノ
外
網
テ
本
邦
職

エ
ニ
テ
製
作
ス
ル
ヲ
得
ル

ニ
至
リ

「
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
」
モ
亦
本
邦
人
ニ
テ
製

作
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
バ
決
シ
テ
輸
入

ヲ
仰
ガ
ズ
シ
テ
事
足
ル
ベ
シ
但
シ
洋
琴
二

至
リ
テ
ハ
敷
年
ノ
後
二
非
レ
バ
本
邦
人
ニ
テ
製
作
ス
ル
事
能
ハ
ザ
ル
ベ
シ

右
ノ
方
法
ニ
ョ
レ
バ
諸
學
校
唱
歌
ヲ
旋
ス
ニ
営

リ
テ
モ
榮
器
二
於
テ
ハ
聯
差

支
ナ
カ
ル
ベ
シ

四

m
u
s
i
c
 t
e
a
c
h
e
r
,
 
1
8
72
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學
校
唱
歌
ヲ
普
及
ス
ル
ハ
師
範
学
校
生
徒
卜
嘗
掛
博
習
人
ト
ニ
ヨ
リ
テ
其
目

的
ヲ
達
ス
ベ
シ

直
轄
両
師
範
學
校
生
徒
―
ー
ハ
入
學
初
年
ヨ
リ
唱
歌
ヲ
學
バ
シ
メ
傍
ラ
榮
器
ヲ

モ
博
習
セ
シ
ム
ベ
シ
然
ル
ト
キ
ハ
一
卜
通
リ
小
學
唱
歌
ヲ
教
授
シ
得
ベ
キ
者

男
子
ニ
シ
テ
十
中
ノ
五
六
女
子
ニ
シ
テ
十
中
ノ
七
八
ハ
出
ヅ
ベ
シ

女
子
師
範
學
校
生
徒
中
最
モ
音
榮
ノ
オ
ア
ル
者
ヲ
撰
ビ
卒
業
前
大
凡
ソ

一
ケ

年
間
音
榮
取
調
所
二
就
キ
専
ラ
音
榮
ヲ
修
メ
シ
ム
ベ
シ
然
ル
ト
キ
ハ
随
分
善

良
ナ
ル
音
榮
教
師
ト
ナ
ル
ベ
キ
者
出
ヅ
ベ
シ

従
来
音
榮
専
門
J
者
等
ニ
シ
テ
音
榮
教
師
タ
ラ
ン
事
ヲ
望
ム
者
ハ
音
榮
取
調

所
二
就
キ
博
習
ヲ
受
ク
ル
事
ヲ
許
ス
ベ
シ
然
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
者
二
比
ス
レ
バ

少
許
ノ
時
ヲ
以
テ
其
學
科
二
熟
シ
善
良
ナ
ル
音
楽
教
師
ト
ナ
ル
者
出
ヅ
ベ
シ

「業
器
試
製
改
造
及
ビ
模
造
ノ
亭」

「
笙
」
ハ
本
邦
在
来
ノ
榮
器
中
上
等
ノ
地
位
二
居
リ
音
榮
ノ
理
論
上
ョ
リ
見

ル
モ
或
ハ
西
國
「
大
風
琴
」
ノ
本
源
ト
モ
云
フ
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
大
二
採
ル
ベ

キ
ト
コ
ロ
ア
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
學
校
用
二
供
セ
バ
何
如
卜
思
考
シ
先
ツ
之
ヲ
試
製

セ
シ
ニ
「
笙
」
ノ
舌
ハ
元
来
精
錬
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
尋
常
一
般
ナ
ル
エ
人

ノ
手
二
成
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
廣
ク
此
榮
器
ヲ
製
造
ス
ル
ハ
意
二
任
セ
ザ
ル
モ
ノ
ア

リ
且
「
笙
」
ハ
之
ヲ
使
用
ス
ル
ニ
専
ラ
ロ
ヲ
用
フ
ル
ヨ
リ
學
校
二
於
テ
唱
歌
ヲ

練
習
ス
ル
ニ
ハ
マ
タ
大
二
不
便
ナ
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
又
其
舌
ノ
調
子
最
モ
狂
ヒ
易

ク
シ
テ
榮
家
ノ
聰
耳
二
非
ル
ヨ
リ
ハ
常
二
之
ヲ
シ
テ
正
調
ヲ
保
タ
シ
ム
ル
事
能

ベ
ス
其
他
唱
歌
轄
調
ノ
際
等
不
都
合
ナ
ル
ト
コ
ロ
少
シ
ト
セ
ズ
是
ヲ
以
テ
此
楽

器
ヲ
學
校
唱
歌
二
用
フ
ル
ハ
其
盆
ヲ
見
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
近
キ
ニ
ョ
リ
遂
ニ
マ

夕
廣
ク
之
ヲ
製
出
ス
ル
ニ
及
バ
ザ
リ
キ

「
胡
弓
」

「
風
琴
」
ハ
明
治
十
三
年
同
十
四
年
同
十
五
年
中
之
ヲ
試
製
セ
シ
ニ
追
々
其

功
ヲ
奏
ス
ル
ニ
近
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
惜
イ
哉
本
邦
榮
器
ヲ
製
ス
ル
ノ
良
材
二
乏
シ

ク
シ
テ
未
ダ
完
成
ノ
功
ヲ
奏
セ
ズ
蓋
シ
西
國
ニ
ハ
乾
材
機
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
林

中
二
就
テ
新
タ
ニ
伐
採
シ
タ
ル
材
木
モ
之
ヲ
乾
材
機
二
附
シ
テ
―
二
週
間
枯
干

セ
シ
ム
レ
バ
忽
チ
敷
千
年
間
乾
枯
セ
シ
古
木
卜
異
ナ
ル
ナ
キ
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ヲ

以
テ
此
ノ
如
ク
良
材
二
乏
シ
キ
ノ
患
ナ
シ
抑
乾
材
機
ハ
敷
個
ノ
蒸
深
管
ヲ
密
室

中
二
通
シ
此
密
室
中
二
将
二
枯
干
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
木
材
ヲ
入
レ
置
キ
該
室

中
ノ
熱
度
ヲ
非
常
ナ
ル
高
度
（
二
百
八
十
度
以
上
）
二
達
セ
シ
メ
一
七
畳
夜
乃

至
二
七
賓
夜
ヲ
過
サ
シ
メ
木
中
ノ
津
液
ヲ
蒸
稜
シ
該
室
中
別
二
備
フ
ル
所
ノ
凝

結
器
ニ
ョ
リ
テ
之
ヲ
凝
結
シ
去
ル
ノ
法
二
外
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
又
其
用
法
ハ

最
モ
簡
単
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
慣
モ
僅
二
千
餘
金
ニ
ス
ギ
ズ
ト
イ
ヘ
ト
モ
タ
ダ

若
干
ノ
蒸
深
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
或
ハ
逮
カ
ニ
之
ヲ
設
ク
ル
ヲ
得
カ
タ
キ
モ
ノ
ア

リ
賂
来
該
乾
材
機
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
便
ヲ
得
バ
榮
器
其
他
器
具
製
造
上
マ
タ
貼
然

タ
ル
一
大
進
歩
ヲ
占
ル
ニ
至
ラ
ン
事
必
然
ナ
リ

「
バ
イ
オ
リ
ン
」
ハ
較
簡
便
ノ
小
楽
器
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
其
製
作
亦
頗
ル
精

致
ヲ
要
シ
且
輸
入
品
二
闊
ス
ル
ヲ
以
テ
購
求
ノ
便
ヲ
得
ザ
リ
シ
ガ
明
治
十
五
年

ノ
春
幸
二
伶
人
中
「
バ
イ
オ
リ
ン
」
熱
心
家
ノ
意
ヲ
承
ケ
テ
老
練
ナ
ル
本
邦
榮

器
師
ノ
模
造
ス
ル
所
口
功
ヲ
奏
シ
尋
テ
本
掛
教
師
メ
ー
ソ
ン
ヨ
リ
モ
サ
ラ
ニ
木

材
ノ
用
方
及
其
他
製
作
ノ
詳
細
ヲ
説
明
シ
テ
其
注
意
ヲ
喚
起
セ
シ
カ
バ
更
二
完

成
ノ
功
ヲ
占
メ
タ
リ
然
レ
ト
モ
是
レ
マ
タ
好
良
ナ
ル
古
材
二
乏
シ
キ
ノ
通
患
ヲ

免
カ
レ
ズ
且
其
絃
絲
ノ
未
ダ
園
製
二
成
ラ
ザ
ル
ハ
遺
憾
ト
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
其
職

工
中
意
ヲ
此
絃
絲
ノ
試
製
二
用
フ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
非
レ
バ
絃
絲
製
造
ノ
功
ヲ
奏

ス
ル
ノ
日
モ
必
ズ
近
キ
ニ
在
ラ
ン
ト
ス

ハ
其
音
質
婉
弱
駁
雑
ニ
シ
テ
卑
野
二
近
キ
モ
ノ
ア
リ
是
ヲ
以
テ
明

第 1章 音楽取調掛 明治12年～20年 (1879~1887) 112 


